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て大豆 (ひとつ 0.4g前後)が提示された｡ (ハ)スケ
















































































3. 研 究 会








河内 巾 ･松分別夫 ･佐野友乃
(国立がんセンター)
Ⅰ 研究日的
日本人には胃痛が多い｡日本のサルの口に口煩の爪痛
病変と考えられている腸上皮化生が存在するかな検累す
る｡
Ⅱ 研究計画
1) サルの胃を含めた消化管を特に枚累したい｡その祖.
他の臓器を使用する他のグループとの共同実験穀が.
サルを有効に使用することになる｡
2) サルの田を摘出した後.新鮮な状態で,テステープ
法によって腸上皮化生を生化学的に診断する｡
3) 円の粘膜の一部を採取し.酵素活性を瓢定する｡
4) 田の粘膜の一部をホルマ1)ン固定し.病理組紙学的
に枚苅する｡
Ⅲ 研死の経過
ニホンザル.ヤクザルを巾心とする25匹のサルについ
て.腸上皮化生の存在をテステープ法によって酵素学的
に,また.ホルマ 1)ン田定田本を病理組枯学的検索し
た｡
Ⅳ 研完成果
検索した大部分のサルのTlには袋屈性T炎がみられた
が.明らかな股上皮化iEがみられたのは一匹であった｡
また.日成は見つからなかった｡
サルは実験的に叩癌が出来にくいことが知られている
が.自然界のサルも.円癌のみならず脱上皮化生も非常
に少ないことが.今回の検粥から推測される｡
V 研究の考訳.反省
今回の検索で.サルの円の股上皮化生が初めて明らか
にきれた｡しかし年令の花いサルをⅢ点的に検索するこ
とは出来なかった｡今後.矧 こ年令の高いサルの例数を
増やして検累することが必安と考えられる｡
テーマ:こホンザルの分布と保護に関して
1.各爪下ニホンザル大塁捕獲の動向について
関西ニホンザル研究会 取,大将他.
見知耶和雄許可認可数についての基本的討胎
コメント提出者 丸山 取.鈴木
2.野猿公苑の問題について
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